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 TEL：025-284-6119 FAX：025-284-6019 

 Mail：lalasoudan@mail.lalanet.gr.jp  

施設等の貸出 

生涯学習に関係する機関・団体等へ施設・視聴覚教

材の貸出を行っています。 

 

貸出施設：ホール（１８６名） 大研修室（１００名） 

（視聴覚教材・機材の貸出しは原則登録が必要です。） 

新潟県立生涯学習推進センター   

  新潟市中央区女池南3-1-2 
 

  TEL：025-284-6110  FAX：025-284-6019 

  Mail：nlpc@mail.lalanet.gr.jp  

  ホームページ：http://www.lalanet.gr.jp/ 

  Twitter：http://twitter.com/lala_nlpc/ 

新 潟県の「学校教育の重点」を受け、学

校では地域連携担当教員が校務分掌に

位置づけられ、地域との連携が進んでいる。

研修会では条件整備が進まないという声も聞

こえたが、連携教員が核となり取組を進展さ

せたい。教科での連携が難しい中学校での地

域連携進展のポイントは、「道徳」と「地域

での活動」ではないだろうか。 

季 節の上映会は、月２回行っています。

テーマを決めて、映画の選定を行って

います。９月のテーマは「山が呼んでい

る」、１０月のテーマは「時代劇を楽し

む」です。映画・ビデオ鑑賞会は、月１回

（原則第４日曜日）行っています。     

映画ボランティアの皆様か

ら御協力いただきながら、

運営しています。会場はい

ずれも、県立生涯学習推進

センター１階ホール（県立

図書館複合施設）です。 
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LLPC( Lifelong Learning Promotion Center) book  
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 ９月２８日（日）「青い山脈」（劇映画）  

１０月２６日（日） 

  「めぐみ～引き裂かれた家族の30年～」             

（ドキュメンタリー映画） 

１１月２３日（日）「死者の書」 

       （人形アニメーション映画） 

              ─  

 

  ９月２５日（木） 

  「深田久弥の日本百名山」（記録映画）  

  「歴史の道～九州～」（記録映画） 

 １０月１６日（木） 

  「狐の呉れた赤ん坊」（時代劇） 

 １０月２３日（木） 

  「地獄門」（時代劇） 

  

 生き方を学ぶ道徳では、生徒に伝えたいこ

とをもつ地域の大人を教室に招いてはどうだ

ろう。担任裁量で取り組みやすい。 

 また、中学生の発想や行動力を地域行事や

活動で生かし、生徒が活躍することは、学校

と地域の互いにとってWIN-WINの関係を築

きやすい。 

「ふるさとへの愛着と誇りを胸に」した、た

くましい人づくりへ向かって、地域連携担当

教員の取組を支援したい。 

 ご相談があれば、当センターまでどうぞ。 
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http://www.lalanet.gr.jp/  

 

 

 

 

 

  

８ 月３０日（土）午後２時から、当セン

ター１階ホールで、カンボジアで社会

活動を続けている加藤南美様を講師に特別講

演会「『ただ目の前の笑顔の為に－。』～カ

ンボジアからの報告～」を開催しました。 

 加藤様からは、カンボジアとの出会いや、

ＮＧＯ活動を通じて知り合ったカンボジアの

人たちとの交流、現在取り組んでいるホテイ

アオイを用いたカバンづくりやふくさ制作プ

ロジェクトなどのお話がありました。 

参加者からは、「若いのにすごい人だと

思った。体当たりに行動する姿勢に感動し

た。」「最初はどこにでもいる若者かと思い

ました。旅に出て素晴らしい人生を与えられ

たことをよかったと思いました。人生に迷っ

ている人に聞いてほしいと思いました。」

「たいへん感動しました。カンボジア支援の

お話であるにもかかわらず、逆に日本人のこ

と、自分の事を考えさせられました。講師が

あの若さで行動し、チャレンジしていく姿に

一番感動し、私もまだまだやれることがある

のではないかと思いました。」などの感想を

いただきました。 

来年度の特別講演会にも多くの皆様からの

御参加をお願いいたします。 
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本 研修会は、地域連携を担当する教員の

皆様を対象として、学校と地域を結ぶ

キーパーソンとしての資質と能力の向上を図

ることを目的に県内５会場で実施しました。 

研修会は、講義と実践発表、グループワー

クで構成しました。講義は、下越地区と佐渡

地区、上越地区は新潟大学准教授の雲尾周様

から、中越地区の２会場は新潟経営大学教授

の中島純様から「生涯学習時代の学校教育と

地域連携」について御指導をいただきまし

た。 

実践発表では、５会場で８校の発表をいた

だきました。各校ともそれぞれの地域の実情

に応じて様々な工夫がなされており、参加し

た皆様にとって、各学校での地域連携のあり

方について示唆を得ることができたものと考

えております。 

グループワークでは、「地域連携を深める

ために担当教員として、今何ができるか」を

テーマに話合いを深めました。 

 お忙しい中、多くの学校から御参加いただ

き、熱心に取り組んでいただきました。今回

の研修会で得たことをもとに、各学校で取組

を工夫していただき、地域と学校との連携が

一層強化されることを期待しています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【燕市吉田産業会館でのグループワーク】 
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去 る８月８日（金）、当センターを会場

に文化庁との共催で「平成２６年度著

作権セミナー」を開催しました。 

行政・社会教育職員54名、教育職員14名、

図書館職員部会38名、午前のみ参加6名、計

112名の方から参加していただき、夏の陽気

にも負けない熱い学習の日となりました。 

終了後のアンケートには、「具体例をあげ

て話していただきとても勉強になりまし

た。」「難しい内容なので１日では短いと感

じました。」等、様々なご意見・ご感想をい

ただきました。 

また、日頃意識せずにやっていることで

も、実は著作権法上では問題となる行為もあ

ることが分かって、ひやりとした方もあった

ようです。 

 

今 後益々、実践的な働きが期待される子

ども支援コーディネーターの方を対象

に「地域の力を学校に」をテーマに本研修会

が実施されました。講師に全国でご活躍の青

森中央学院大学教授の高橋興様をお迎えしま

した。   

高橋先生からは「今、改めて学校、家庭、

地域の連携の必要性とコーディネーターの役 

今年、参加できなかった方も、次の機会に

参加してみてはいかがでしょうか。 

割について考える」についてご講演いただき 

ました。 

 そこでコーディネーターの基本的な役割と  

して    

①「つなぐ」学校と地域相互の想いを理解 

 してつなげる意識をもつ                      

②「知らせる」学校側と地域ボランティア  

 側の両方の要望                  

③「育てる」学校・地域の相互の人材育成 

④「支える」ボランティアへの励ましと支援   

が必要であることを強調されました。 

 また、サブコーディネーターをさがして複  

数で対応するなど後継者を育てることも指摘  

されました。 

 グループ演習では、参   

加者同士、コーディネ－ 

ターとしての日頃の悩み 

や課題が共有されたり、 

他地域の活動に刺激を得 

られたりと有意義な話し 

合いになりました。 

   【分科会２ 教職員部会】 
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メ ディア研修はＩＣＴ（情報通信技術）

を活用して県民の生涯学習活動を支援

する担当者、指導者の資質向上をめざし、当

センターが毎年実施している研修です。 

 後期の研修は10月～12月に行います。内容

は、フォトムービー作成研修、プレゼンテー

ション資料の作成研修、動画編集研修、映像

ライブラリー利用研修などです。 
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情報通信技術の進展にともない、動画共有

サービスによる動画配信やＳＮＳ（ソーシャ

ル・ネットワーキング・サービス）を利用し

たコミュニケーションが身近なものになって

きました。 

 新しいサービスの広がりをふまえて、動画

配信サービス「Ustream」の設定・操作研修

やTwitter等に代表されるＳＮＳ研修、青少年

をネットトラブルから守るための方策につい

て研修する講座も実施します。 

 各講座の詳細・申込み方法等については、

「ラ・ラ・ネット」（新潟県生涯学習情報提

供システム）から要項・申込書をダウンロー

ドしてご利用ください。 

Ｋ Ｊ法、ワールドカフェなどグループ

ワークを色々体験したけれど、実際に

グループワークについてきちんと学んだこと

がない人は、この機会に学んでみませんか？   

 公民館の企画講座・ＰＴＡ・学級経営・地域

行事等あらゆる集団の場で生かせる内容の研

修会です。 

 学習支援をテーマとし、グループワークの

手法とその活用法を、理論と実践で基礎から

学びます。 
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※詳細は当センターのＨＰ「ラ･ラ･ネット」を 

 御覧ください。 

当 センターでは、県内の映像教材の自作

と活用の促進を主な目的として、「自

作映像・視聴覚教材コンクール」を開催しま

す。 

［募集期間］平成27年1月30日(金)まで 

［部門］・児童生徒・学校教育・地域映像 

［応募資格］ 

 ■県内の学校に在学する児童、生徒、学生 

 ■県内在住、または県内勤務のアマチュア

の個人又はグループ 

詳しくは、募集要項でご確認ください 

http://www.lalanet.gr.jp/  

   同じアドレスから昨年度の入賞作品

（２点）も見ることができます。 

ご応募をお待ちしています！！  
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